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正誤表

（3）水洗化人口
水洗化人口とは、下水道に接続できる人口のうち、実際に下水道に接続している人口を指しま

す。そのため、必ずしも下水道処理人口＝水洗化人口であるとは限りません。

また、水洗化率（下水道に接続できる人口に占める実際に下水道に接続している人口の割合）

の将来値については、令和元（2019）年度から令和５（2023）年度が 99.6％で推移していること
から、令和 6（2024）年度以降の値を 99.6％としています。

令和 5（2023）年度末での本市下水道事業の水洗化人口は 113,937人となっていますが、令和
31（2049）年度末では、約 81,100人まで減少すると予測されます。

 なお、将来における下水道使用料収入の推計を行う際には、下水道処理人口ではなく、実際に

下水道を使用する人口である水洗化人口を用いて今後の予測を行っていきます。

図 4.3 水洗化人口の見通し

水洗化人口＝下水道処理人口×水洗化率 
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